
令 和 ５ 年
３月24日
（金曜日）

毎
週
火
・
金
曜
日
発
行

○
規
則

児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

（
こ
ど
も
政
策
課
）
…
…
…
一

幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改

正
す
る
規
則
（
こ
ど
も
政
策
課
）

二

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

○
告
示

生
活
保
護
法
の
規
定
に
基
づ
く
医
療
機
関
の
指
定
（
厚
政
課
）

二

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

生
活
保
護
法
の
規
定
に
基
づ
く
指
定
介
護
機
関
の
廃
止
の
届
出
（
厚
政
課
）

二

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

救
急
病
院
の
認
定
（
医
療
政
策
課
）

三

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

道
路
の
区
域
の
変
更
（
道
路
整
備
課
）

三

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

道
路
の
供
用
の
開
始
（
道
路
整
備
課
）

三

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

長
門
都
市
計
画
下
水
道
事
業
の
事
業
計
画
の
変
更
認
可
（
都
市
計
画
課
）

三

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

山
陽
小
野
田
都
市
計
画
下
水
道
事
業
の
事
業
計
画
の
変
更
認
可
（
都
市
計
画
課
）

四

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

田
布
施
都
市
計
画
下
水
道
事
業
の
事
業
計
画
の
変
更
認
可
（
都
市
計
画
課
）

四

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

平
生
都
市
計
画
下
水
道
事
業
の
事
業
計
画
の
変
更
認
可
（
都
市
計
画
課
）

四

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
指
定
の
解
除
（
砂
防
課
）

四
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
指
定
（
砂
防
課
）

五
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
の
指
定
の
解
除
（
砂
防
課
）

五

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
の
指
定
（
砂
防
課
）

五

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

指
定
納
付
受
託
者
の
指
定
（
会
計
課
）

五

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

○
公
告

県
営
小
田
地
区
農
村
地
域
防
災
減
災
事
業
計
画
書
の
縦
覧
（
農
村
整
備
課
）

六

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

県
営
郡
・
川
東
地
区
農
業
競
争
力
強
化
農
地
整
備
事
業
計
画
書
の
縦
覧
（
農
村
整
備
課
）

六

…
…
…
…
…
…
…
…

特
定
開
発
行
為
に
関
す
る
対
策
工
事
等
の
完
了
（
砂
防
課
）

六

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了
（
建
築
指
導
課
）

六

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

○
公
安
委
告
示

交
番
そ
の
他
の
派
出
所
及
び
駐
在
所
の
名
称
、
位
置
及
び
所
管
区
に
関
す
る
告
示
の
一
部
改
正

七

…
…
…
…
…
…

規

則

児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規

則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
五
年
三
月
二
十
四
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

山
口
県
規
則
第
十
六
号

児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す

る
規
則

児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
施
行
規
則
（
平
成
二
十
四
年
山
口

県
規
則
第
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
自
動
車
を
運
行
す
る
場
合
の
所
在
の
確
認
）

第
三
条
の
二

児
童
福
祉
施
設
（
助
産
施
設
、
児
童
遊
園
及
び
児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
を
除
く
。
）

は
、
児
童
の
当
該
児
童
福
祉
施
設
外
で
の
活
動
及
び
取
組
の
た
め
の
移
動
そ
の
他
の
児
童
の
移
動
の

た
め
に
自
動
車
を
運
行
す
る
と
き
は
、
児
童
の
乗
車
及
び
降
車
の
際
に
、
点
呼
そ
の
他
の
児
童
の
所

在
を
確
実
に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
方
法
に
よ
り
、
児
童
の
所
在
を
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

⚒

保
育
所
及
び
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
児
童
の
送
迎
を
目
的
と
し
た
自
動
車
（
運
転
者
席
及

び
こ
れ
と
並
列
の
座
席
並
び
に
こ
れ
ら
よ
り
一
つ
後
方
に
備
え
ら
れ
た
前
向
き
の
座
席
以
外
の
座
席

を
有
し
な
い
も
の
そ
の
他
利
用
の
態
様
を
勘
案
し
て
こ
れ
と
同
程
度
に
児
童
の
見
落
と
し
の
お
そ
れ

が
少
な
い
と
認
め
ら
れ
る
も
の
を
除
く
。
）
を
日
常
的
に
運
行
す
る
と
き
は
、
当
該
自
動
車
に
ブ

ザ
ー
そ
の
他
の
車
内
の
児
童
の
見
落
と
し
を
防
止
す
る
装
置
を
備
え
、
こ
れ
を
用
い
て
前
項
に
定
め

る
所
在
の
確
認
（
児
童
の
降
車
の
際
に
限
る
。
）
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
六
条
中
第
二
項
を
第
三
項
と
し
、
第
一
項
を
第
二
項
と
し
、
同
条
に
第
一
項
と
し
て
次
の
一
項
を

加
え
る
。

児
童
福
祉
施
設
（
障
害
児
入
所
施
設
及
び
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
を
除
く
。
）
は
、
感
染
症
又

は
食
中
毒
の
発
生
を
予
防
し
、
又
は
そ
の
ま
ん
延
を
防
止
す
る
た
め
、
職
員
に
対
し
、
感
染
症
及
び

食
中
毒
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
の
た
め
の
研
修
並
び
に
感
染
症
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
の

た
め
の
訓
練
を
定
期
的
に
行
う
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
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附

則

（
施
行
期
日
）

⚑

こ
の
規
則
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

⚒

保
育
所
及
び
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
改
正
後
の
児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例
施
行
規
則
第
三
条
の
二
第
二
項
の
自
動
車
を
日
常
的
に
運
行
す
る
場
合
で

あ
っ
て
、
当
該
自
動
車
に
ブ
ザ
ー
そ
の
他
の
車
内
の
児
童
の
見
落
と
し
を
防
止
す
る
装
置
（
以
下

「
ブ
ザ
ー
等
」
と
い
う
。
）
を
備
え
る
こ
と
に
つ
き
困
難
な
事
情
が
あ
る
と
き
は
、
こ
の
規
則
の
施

行
の
日
か
ら
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は
、
当
該
自
動
車
に
ブ
ザ
ー
等
を
備
え
て
同
条
第

一
項
に
定
め
る
児
童
の
所
在
の
確
認
を
行
う
こ
と
を
要
し
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
保
育
所
及
び
児
童

発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
ブ
ザ
ー
等
の
設
置
及
び
使
用
に
代
わ
る
措
置
を
講
じ
て
児
童
の
所
在
の
確

認
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を

改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
五
年
三
月
二
十
四
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

山
口
県
規
則
第
十
七
号

幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
施
行
規
則
の
一

部
を
改
正
す
る
規
則

幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
施
行
規
則
（
平
成
二

十
七
年
山
口
県
規
則
第
二
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
十
一
項
中
「
前
二
項
」
を
「
第
九
項
か
ら
前
項
ま
で
」
に
、
「
又
は
知
事
」
を
「
、
知
事
」

に
、
「
者
を
」
を
「
者
又
は
看
護
師
等
を
」
に
、
「
並
び
に
知
事
」
を
「
、
知
事
」
に
、
「
者
の
」
を

「
者
並
び
に
看
護
師
等
の
」
に
改
め
、
同
項
を
附
則
第
十
三
項
と
し
、
附
則
第
十
項
の
次
に
次
の
二
項

を
加
え
る
。

11

副
園
長
等
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
一
人
に
限
り
、
当
該
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
に
勤
務

す
る
保
健
師
、
看
護
師
又
は
准
看
護
師
（
以
下
「
看
護
師
等
」
と
い
う
。
）
を
も
っ
て
こ
れ
に
代
え

る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
満
一
歳
に
満
た
な
い
園
児
の
数
が
四
人
に
満
た
な
い
幼
保
連
携
型
認

定
こ
ど
も
園
に
つ
い
て
は
、
子
育
て
に
関
す
る
知
識
及
び
経
験
を
有
す
る
看
護
師
等
を
配
置
し
、
か

つ
、
当
該
看
護
師
等
が
保
育
を
行
う
に
当
た
っ
て
副
園
長
等
に
よ
る
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

体
制
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

12

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
看
護
師
等
は
補
助
者
と
し
て
従
事
す
る
場
合
を
除
き
、
教
育
課
程

に
基
づ
く
教
育
に
従
事
し
て
は
な
ら
な
い
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

告

示

山
口
県
告
示
第
百
九
号

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
四
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
医
療
扶
助
の

た
め
の
医
療
を
担
当
さ
せ
る
機
関
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。

令
和
五
年
三
月
二
十
四
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

医

療

機

関

指
定
年
月
日

名

称

所

在

地

医
療
法
人
聖
比
留
会
西
岐
波
セ

ン
ト
ヒ
ル
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン

宇
部
市
今
村
北
三
丁
目
七
番
一
八
号

令
和
五
、

三
、

一

山
口
県
告
示
第
百
十
号

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
四
条
の
二
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す

る
同
法
第
五
十
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
指
定
介
護
機
関
か
ら
次
の
と
お
り
介
護
機
関
を
廃
止
し
た
旨

の
届
出
が
あ
っ
た
。

令
和
五
年
三
月
二
十
四
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

居
宅
介
護
支
援
事
業
者

居
宅
介
護
支
援
事
業
所

廃
止
年
月
日

氏
名
又
は
名
称

住
所
又
は
主
た

る
事
務
所
の
所

在
地

名

称

所

在

地

サ
ン
キ
・
ウ
エ
ル

ビ
ィ
株
式
会
社

広
島
市
西
区
商
工

セ
ン
タ
ー
六
丁
目

一
番
一
一
号

サ
ン
キ
・
ウ
エ
ル

ビ
ィ
介
護
セ
ン

タ
ー
山
口

山
口
市
維
新
公
園

三
丁
目
一
二
番
一

五
号

令
和
五
、三
、
三
一

二
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山
口
県
告
示
第
百
十
一
号

救
急
病
院
等
を
定
め
る
省
令
（
昭
和
三
十
九
年
厚
生
省
令
第
八
号
）
第
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
、
次
の
病
院
を
救
急
病
院
と
し
て
認
定
し
た
。

令
和
五
年
三
月
二
十
四
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

名

称

所

在

地

認
定
が
効
力
を
有
す
る
期
限

社
会
医
療
法
人
松
涛
会
安

岡
病
院

下
関
市
横
野
町
三
丁
目
一
六
番
三
五
号

令
和
八
、

四
、
三
〇

山
口
県
告
示
第
百
十
二
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
区
域
を
変
更
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
五
年
三
月
二
十
四
日
か
ら
一
月
間
山
口
県
土
木
建
築
部
道
路
整
備
課
に
お

い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
五
年
三
月
二
十
四
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

道
路
の
種
類

県
道

路

線

名

串
戸
田
線

道
路
の
区
域

区

間

旧
新
別

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

延

長

（
メ
ー
ト
ル
）

備

考

周
南
市
大
字
馬
神
字
西
河
内
四
〇
八
の
一

地
先
か
ら

同
市
大
字
湯
野
字
奥
迫
九
四
〇
の
一
地
先

ま
で

旧

最
狭

三
・
五

最
広

一
二
・
五
二
、
七
六
四
・
〇

周
南
市
大
字
馬
神
字
西
河
内
四
〇
八
の
一

地
先
か
ら

同
市
大
字
湯
野
字
奥
迫
九
四
〇
の
一
地
先

ま
で
並
び
に

周
南
市
大
字
馬
神
字
西
河
内
四
〇
八
の
一

地
先
か
ら

同
市
大
字
馬
神
字
草
木
藪
下
三
八
七
地
先

ま
で
、

周
南
市
大
字
馬
神
字
草
木
藪
下
三
八
七
地

先
か
ら

同
市
大
字
湯
野
字
京
羅
堂
一
一
二
二
四
の

一
地
先
ま
で

及
び

新

最
狭

三
・
五

最
広

一
二
・
五
二
、
七
六
四
・
〇

ダ
ブ
ル
ウ
ェ
イ

周
南
市
道
車
木
田

戸
線
の
道
路
の
区

域道
路
改
良
工
事
の

完
了
に
よ
る
。

最
狭

七
・
五

最
広

一
一
・
一

五
六
九
・
七

最
狭

七
・
二

最
広

七
一
・
〇
一
、
〇
八
四
・
二

周
南
市
大
字
湯
野
字
京
羅
堂
一
一
二
二
四

の
一
地
先
か
ら

同
市
大
字
湯
野
字
奥
迫
九
四
〇
の
一
地
先

ま
で

最
狭

四
・
二

最
広

八
・
三

四
〇
六
・
四
周
南
市
道
沼
田
ヶ

峠
線
の
道
路
の
区

域

山
口
県
告
示
第
百
十
三
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
供
用
を
開
始
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
五
年
三
月
二
十
四
日
か
ら
一
月
間
山
口
県
土
木
建
築
部
道
路
整
備
課
に
お

い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
五
年
三
月
二
十
四
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

路
線
名

供

用

開

始

の

区

間

供
用
開
始
の
期
日

県

道

串
戸
田
線

周
南
市
大
字
馬
神
字
草
木
藪
下
三
八
七
地
先
か
ら

同
市
大
字
湯
野
字
京
羅
堂
一
一
二
二
四
の
一
地
先
ま
で

令
和
五
年
三
月
二
十

四
日

山
口
県
告
示
第
百
十
四
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
長
門
都
市

計
画
下
水
道
事
業
の
事
業
計
画
の
変
更
を
次
の
と
お
り
認
可
し
た
。

令
和
五
年
三
月
二
十
四
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

施
行
者
の
名
称

長
門
市

二

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

長
門
都
市
計
画
下
水
道
事
業
長
門
市
公
共
下
水
道

三

事
業
施
行
期
間

昭
和
二
十
八
年
八
月
二
十
五
日
か
ら
令
和
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

四

事
業
地

長
門
市
仙
崎
、
東
深
川
、
西
深
川
、
深
川
湯
本
及
び
俵
山

二
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山
口
県
告
示
第
百
十
五
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
山
陽
小
野

田
都
市
計
画
下
水
道
事
業
の
事
業
計
画
の
変
更
を
次
の
と
お
り
認
可
し
た
。

令
和
五
年
三
月
二
十
四
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

施
行
者
の
名
称

山
陽
小
野
田
市

二

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

山
陽
小
野
田
都
市
計
画
下
水
道
事
業
山
陽
小
野
田
市
公
共
下
水
道

三

事
業
施
行
期
間

昭
和
四
十
六
年
十
一
月
十
九
日
か
ら
令
和
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

四

事
業
地

山
陽
小
野
田
市
北
竜
王
町
、
南
竜
王
町
、
港
町
、
須
恵
一
丁
目
、
須
恵
二
丁
目
、
須
恵
三
丁
目
、

中
央
一
丁
目
、
中
央
二
丁
目
、
中
央
三
丁
目
、
中
央
四
丁
目
、
セ
メ
ン
ト
町
、
平
成
町
、
住
吉
本
町

一
丁
目
、
住
吉
本
町
二
丁
目
、
千
代
町
一
丁
目
、
千
代
町
二
丁
目
、
稲
荷
町
、
中
川
一
丁
目
、
中
川

二
丁
目
、
中
川
三
丁
目
、
中
川
四
丁
目
、
中
川
五
丁
目
、
中
川
六
丁
目
、
栄
町
、
高
栄
一
丁
目
、
高

栄
二
丁
目
、
高
栄
三
丁
目
、
新
生
一
丁
目
、
新
生
二
丁
目
、
新
生
三
丁
目
、
日
の
出
一
丁
目
、
日
の

出
二
丁
目
、
日
の
出
三
丁
目
、
日
の
出
四
丁
目
、
旭
町
一
丁
目
、
新
沖
一
丁
目
、
新
沖
三
丁
目
、
叶

松
一
丁
目
、
叶
松
二
丁
目
、
赤
崎
一
丁
目
、
赤
崎
二
丁
目
、
赤
崎
三
丁
目
、
赤
崎
四
丁
目
、
波
瀬
一

丁
目
、
大
学
通
一
丁
目
、
大
学
通
二
丁
目
、
高
千
帆
一
丁
目
、
高
千
帆
二
丁
目
、
石
井
手
一
丁
目
、

柿
の
木
坂
一
丁
目
、
柿
の
木
坂
二
丁
目
、
柿
の
木
坂
三
丁
目
、
揥
山
一
丁
目
、
揥
山
二
丁
目
、
揥
山

三
丁
目
、
共
和
台
、
厚
狭
一
丁
目
、
桜
一
丁
目
、
桜
二
丁
目
、
自
由
ヶ
丘
、
上
の
郷
、
大
字
小
野

田
、
大
字
東
高
泊
、
大
字
丸
河
内
、
大
字
西
高
泊
、
大
字
千
崎
、
大
字
有
帆
、
大
字
郡
、
大
字
鴨

庄
、
大
字
厚
狭
、
大
字
山
川
、
大
字
津
布
田
及
び
大
字
埴
生

山
口
県
告
示
第
百
十
六
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
田
布
施
都

市
計
画
下
水
道
事
業
の
事
業
計
画
の
変
更
を
次
の
と
お
り
認
可
し
た
。

令
和
五
年
三
月
二
十
四
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

施
行
者
の
名
称

田
布
施
町

二

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

田
布
施
都
市
計
画
下
水
道
事
業
田
布
施
町
流
域
関
連
公
共
下
水
道

三

事
業
施
行
期
間

平
成
四
年
二
月
二
十
一
日
か
ら
令
和
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

四

事
業
地

熊
毛
郡
田
布
施
町
麻
郷
団
地
、
大
字
麻
郷
奥
、
大
字
麻
郷
、
大
字
波
野
、
大
字
下
田
布
施
、
大
字

大
波
野
及
び
大
字
宿
井

山
口
県
告
示
第
百
十
七
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
生
都
市

計
画
下
水
道
事
業
の
事
業
計
画
の
変
更
を
次
の
と
お
り
認
可
し
た
。

令
和
五
年
三
月
二
十
四
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

施
行
者
の
名
称

平
生
町

二

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

平
生
都
市
計
画
下
水
道
事
業
平
生
町
流
域
関
連
公
共
下
水
道

三

事
業
施
行
期
間

平
成
四
年
二
月
二
十
一
日
か
ら
令
和
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

四

事
業
地

熊
毛
郡
平
生
町
大
字
平
生
村
、
大
字
平
生
町
、
大
字
曽
根
、
大
字
大
野
南
、
大
字
大
野
北
、
大
字

竪
ヶ
浜
及
び
大
字
宇
佐
木

山
口
県
告
示
第
百
十
八
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律

第
五
十
七
号
）
第
七
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
指
定
に
関
す
る
告
示
（
令
和

二
年
山
口
県
告
示
第
四
百
五
十
一
号
）
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
区
域
に
つ
い
て
の
指
定
を
次
の
と
お
り
解

除
す
る
。

令
和
五
年
三
月
二
十
四
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

四
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一

解
除
に
係
る
区
域
の
名
称

藤
光
町
㈠
⑸

二

解
除
に
係
る
区
域
の
範
囲

次
の
図
の
と
お
り

三

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と
な
る
自
然
現
象
の
種
類

急
傾
斜
地
の
崩
壊

（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
山
口
県
土
木
建
築
部
砂
防
課
及
び
下
松
市
建
設
部
土
木

課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

山
口
県
告
示
第
百
十
九
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律

第
五
十
七
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
と
し
て
次
の
区
域
を
指
定
す

る
。

令
和
五
年
三
月
二
十
四
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

区
域
の
名
称

藤
光
町
㈠
⑸

二

区
域
の
範
囲

次
の
図
の
と
お
り

三

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と
な
る
自
然
現
象
の
種
類

急
傾
斜
地
の
崩
壊

（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
山
口
県
土
木
建
築
部
砂
防
課
及
び
下
松
市
建
設
部
土
木

課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

山
口
県
告
示
第
百
二
十
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律

第
五
十
七
号
）
第
九
条
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
、
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
の
指
定
に
関
す
る
告
示

（
令
和
二
年
山
口
県
告
示
第
四
百
五
十
四
号
）
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
区
域
に
つ
い
て
の
指
定
を
次
の
と

お
り
解
除
す
る
。

令
和
五
年
三
月
二
十
四
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

解
除
に
係
る
区
域
の
名
称

藤
光
町
㈠
⑸

二

解
除
に
係
る
区
域
の
範
囲

次
の
図
の
と
お
り

三

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と
な
る
自
然
現
象
の
種
類

急
傾
斜
地
の
崩
壊

（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
山
口
県
土
木
建
築
部
砂
防
課
及
び
下
松
市
建
設
部
土
木

課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

山
口
県
告
示
第
百
二
十
一
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律

第
五
十
七
号
）
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
と
し
て
次
の
区
域
を
指
定

す
る
。令

和
五
年
三
月
二
十
四
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

区
域
の
名
称

藤
光
町
㈠
⑸

二

区
域
の
範
囲

次
の
図
の
と
お
り

三

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と
な
る
自
然
現
象
の
種
類

急
傾
斜
地
の
崩
壊

四

建
築
物
の
構
造
の
規
制
に
必
要
な
衝
撃
に
関
す
る
事
項

次
の
図
の
と
お
り

（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
山
口
県
土
木
建
築
部
砂
防
課
及
び
下
松
市
建
設
部
土
木

課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

山
口
県
告
示
第
百
二
十
二
号

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
三
十
一
条
の
二
の
三
第
一
項
の
規
定
に

よ
り
、
指
定
納
付
受
託
者
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。

令
和
五
年
三
月
二
十
四
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

四
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一

指
定
納
付
受
託
者
の
名
称
、
住
所
又
は
事
務
所
の
所
在
地

株
式
会
社
や
ま
ぎ
ん
カ
ー
ド

下
関
市
細
江
町
二
丁
目
二
番
一
号

二

指
定
納
付
受
託
者
に
納
付
さ
せ
る
歳
入

県
民
税
（
法
人
の
県
民
税
に
限
る
。
）
、
事
業
税
、
不
動
産
所
得
税
、
県
た
ば
こ
税
、
ゴ
ル
フ
場

利
用
税
、
軽
油
引
取
税
、
自
動
車
税
（
環
境
性
能
割
を
除
く
。
）
、
鉱
区
税
、
産
業
廃
棄
物
税
、
特

別
法
人
事
業
税
、
地
方
法
人
事
業
税
及
び
こ
れ
ら
に
係
る
延
滞
金
、
負
担
金
並
び
に
使
用
料
、
手
数

料
及
び
こ
れ
ら
に
係
る
延
滞
金
並
び
に
賃
貸
料
、
物
品
売
払
代
金
、
貸
付
金
の
元
利
償
還
金
及
び
こ

れ
ら
に
係
る
遅
延
損
害
金
の
う
ち
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
納
付
さ
れ
る
も
の

三

指
定
の
期
間

令
和
五
年
二
月
二
十
一
日
か
ら
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間

公

告

（
五
一
）
県
営
小
田
地
区
農
村
地
域
防
災
減
災
事
業
計
画
書
の
縦
覧

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
県
営

小
田
地
区
農
村
地
域
防
災
減
災
事
業
を
行
う
た
め
の
土
地
改
良
事
業
計
画
を
定
め
た
の
で
、
同
条
第
五

項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
し
ま
す
。

令
和
五
年
三
月
二
十
四
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

縦
覧
に
供
す
る
書
類

県
営
小
田
地
区
農
村
地
域
防
災
減
災
事
業
計
画
書
の
写
し

二

縦
覧
の
期
間

令
和
五
年
三
月
二
十
七
日
か
ら
同
年
四
月
十
七
日
ま
で

三

縦
覧
の
場
所

山
口
県
農
林
水
産
部
農
村
整
備
課

（
五
二
）
県
営
郡
・
川
東
地
区
農
業
競
争
力
強
化
農
地
整
備
事
業
計
画
書
の
縦
覧

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
県
営

郡
・
川
東
地
区
農
業
競
争
力
強
化
農
地
整
備
事
業
を
行
う
た
め
の
土
地
改
良
事
業
計
画
を
定
め
た
の

で
、
同
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
し
ま
す
。

令
和
五
年
三
月
二
十
四
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

縦
覧
に
供
す
る
書
類

県
営
郡
・
川
東
地
区
農
業
競
争
力
強
化
農
地
整
備
事
業
計
画
書
の
写
し

二

縦
覧
の
期
間

令
和
五
年
三
月
二
十
七
日
か
ら
同
年
四
月
十
七
日
ま
で

三

縦
覧
の
場
所

山
口
県
農
林
水
産
部
農
村
整
備
課

（
五
三
）
特
定
開
発
行
為
に
関
す
る
対
策
工
事
等
の
完
了

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律

第
五
十
七
号
）
第
十
八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
特
定
開
発
行
為
に
関
す
る
対
策
工
事
等
の
完
了
を

次
の
と
お
り
公
告
し
ま
す
。

令
和
五
年
三
月
二
十
四
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

下
松
市
桜
町
三
丁
目
（
三
工
区
）

二

特
定
開
発
行
為
の
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

大
阪
市
北
区
大
淀
中
一
丁
目
一
番
八
八
号

積
水
ハ
ウ
ス
株
式
会
社

（
五
四
）
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
三
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
開
発
行
為
に

関
す
る
工
事
の
完
了
を
次
の
と
お
り
公
告
し
ま
す
。

令
和
五
年
三
月
二
十
四
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

下
松
市
桜
町
三
丁
目
（
三
工
区
）

二

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

大
阪
市
北
区
大
淀
中
一
丁
目
一
番
八
八
号
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積
水
ハ
ウ
ス
株
式
会
社

公
安
委
員
会

山
口
県
公
安
委
員
会
告
示
第
七
号

交
番
そ
の
他
の
派
出
所
及
び
駐
在
所
の
名
称
、
位
置
及
び
所
管
区
に
関
す
る
告
示
（
昭
和
四
十
一
年

山
口
県
公
安
委
員
会
告
示
第
六
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
五
年
三
月
二
十
四
日

山
口
県
公
安
委
員
会

表
山
口
県
周
南
警
察
署
の
部
周
南
団
地
交
番
の
項
所
管
区
の
欄
中
「
学
園
台
」
の
下
に
「
、
久
米
中

央
一
丁
目
、
久
米
中
央
二
丁
目
、
久
米
中
央
三
丁
目
、
久
米
中
央
四
丁
目
、
久
米
中
央
五
丁
目
」
を
加

え
る
。

六

山 口 県 報 （定期） 第 390 号令和５年３月24日 金曜日

七

山 口 県 報 （定期） 第 390 号令和５年３月24日 金曜日



令
和
五
年
三
月
二
十
四
日
印
刷

発
行
所

山

口

県

庁

令
和
五
年
三
月
二
十
四
日
発
行

発
行
人

山
口
県
知
事


